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核酸一酵素ハイブリッド化技術

日本発の核酸検出キット

九州大学米来俗学創造センタ

ーの祢谷典2聖教授らl孟、徳島大

学の野地澄続教授および目立ア

ロカメディカルとの共問研究
(J ST研究成果憲適展開支援
事業 「育成研究J)で、独自の

「核後-1著書Eハイプリ γド{じ技
術Jを利用した遺伝子検出用の
鼠裂を線発した。
関誌薬{立、特定の遺伝子を挟

知する分子 「核霞プロープj
に、可視化のための検出用酵素

を結合させることで、従来に比

べ簡便な遺伝子検出が可能とな

るのが特徴だ。遺伝子から得ら

れる情書量が特定の疾病原因の追

究や患者の治績法を決定するう

えでの指標となり得る。
現在、組織中の特定遺伝子を

検出する方法l立高コスト.結果
の取得に数日を主要するため、検

査を実施されるのは一部医療 ・

検査機関に線られているのが実

情だった。

生体由来分子の複合化

紳谷教授らのグループは、グ

ルタミンとリジンを結合する~

~のトランスグルタミナーゼ
(TGa $ e)を使い、さまざ

まな生体由来分子同士を

ハイブリッドiじする技術
を頻発してきた.TGa 
s eが触媒となる結合反
応i立、生体分子にやさし
い混和な条件で進行。生

体分子の機能を維持した 1本の核酸プローブに総合する
まま 「向きJを制御でき 複数の検出用驚索
るため、性総を十分に発

揮できる。

今週、 TGaseを使い、 一
本の~重量プローブに複数の検出

用酵素を結合できるようになっ

た。化学結合法を利用する場合

よりも1-21;1た程度の検出感
震が向上した.

遺伝子検出叙薬キットに霞関

この技術を利用した遺伝子検
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ng OneJが、目立アロカ
メデイカルで製品化された。

同キγトは、メンプレンに国

定された遺伝子検出を目的とし

ており、核厳プロープ合成用獄

業、耐然性検出用酵素ならびに る。

これを核俊プロープに結合させ

るTGaseで自構成。キットで
作製されるプロープは、検出用

酵紫が桜酸プロープに直接共有

結合しており、特定遺伝子との
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ハイプリダイズ直後に、発色や
発光による検出が可能となる。

これまでの筑阪抗体反応を使

う検出法に比べ、高い操作性と

コストダウンが期待できる。同

グループでは、組織切片中の遺
伝子検出に向(:)、さらなる高感

度化lこ拘(jて鶴発を進めてい
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次回は10月19日に褐議


